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はじめに

 平成３１年４月施行の労働基準法の改正により、時間外労働の上限
が法律に規定され、建設業についても、令和６年（２０２４年）４月
より、罰則付き上限規制が適用されました。

 令和６年の第３次担い手三法改正をうけ、営繕工事における働き方
改革の主な取組として、適正な工期設定・施工時期等の平準化、労務
費等へのしわ寄せ防止の徹底、生産性向上が挙げられています。

 本手引きは、発注者（川崎市）及び受注者双方の工事書類簡略化に
向けた認識を共有するために、活用することを目的とします。

 今後も、生産性向上のため、本手引きについて、適宜更新します。
また、受発注者及び検査員などの関係者に対して、更なる工事書類の
簡素化に努め、工事の円滑な施工、働き方改革の推進に取り組みます。

 令和８年１０月

 川崎市まちづくり局
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１ 目的
（工事書類簡素化の手引きの位置づけ）

 本手引きは、川崎市まちづくり局等が発注する営繕工事
に伴う工事書類を、質を落とさずに、ペーパーレス化・簡
素化（スリム化）・ＤＸ化するための方法を紹介するもの
です。

 受発注者は、本手引きに基づき業務を効率化し、工事の

円滑な施工や働き方改革の推進を図るものとします。

 受注者の社内で必要とされる工事書類の作成を妨げるも
のではありません。また、法令等に規定された書類の作成
は適正に行うものとします。



２ 書類の提出方法
（ペーパーレス化・ＤＸ化に対応）
 工事関係書類は、電子データの活用によるペーパーレス化を目指し
ます。工事写真・完成図・成果品

 情報共有システム（ＡＳＰ）を活用したＤＸ化に対応し、書類は電
子データで管理します。（紙出力の提出は不要です。）

 工事関係書類等は、押印を省略し原則としてオンライン（情報共有
システム又は電子メール）により提出とします。



材料検査に関する指針の見直し

 工事関係書類の簡素化の取組として、材料検査の方法を見直しました。

 （１）ア 監督員は、施工計画書で、工事用材料等の品質・仕様を確認する。

 イ 監督員は、工事写真や伝票等で品質・仕様を満たした材料搬入を確認する。

 ウ 受注者は、工事施工後速やかに、伝票等を集計した数量報告書を提出する。

（現場で目視できるもの、軽量鉄骨下地で条件を満たすものは省略できる。）

 （２）特注品や工程ごとの使用量が指定された工事材料等は、上記（１）のほかに

 ア 監督員は、材料検査簿に記入する。

 イ 塗装など工程ごとの使用量が指定された工事用材料等は、受注者・監督員が

数量報告書により参考数量以上の搬入を確認する。

 詳細は「川崎市まちづくり局営繕工事における材料検査に関する指針」を参照のこと。



工事写真について

 パソコン等で写真の確認が可能の場合は、写真印刷は不要です。



完成図

 設計図や施工図のＣＡＤデータを修正し、完成図とするこ

とが可能です。

 契約後に貸与される設計図ＣＡＤデータに配管配線ルート
などの施工図の内容を反映して記載してください。



成果品

 電子データでの提出でも可とします。

 工事関係書類は、電子媒体（ＣＤ－Ｒ等）の提出も可とします。

 その場合、工事書類、完成図、完成写真の紙出力による提出は不要です。



３ 情報通信機器の活用により
打合せ・立合い・検査等を効率化

ＷＥＢ会議の活用

遠隔臨場の活用

電子データによる書面検査



ＷＥＢ会議の活用

 説明に用いる資料の電子データを事前に共有した上で、説明には
ＷＥＢ会議システム等を活用することで、ペーパーレスとします。
あるいは紙で用意する資料の種類数、部数をできるだけ削減します。



遠隔臨場の活用
 遠隔臨場の活用により、監督員の「移動時間の軽減」や、受注者の
「監督職員の立会い等に伴う手待ち時間の削減」につながり、効率的
な確認立合いが可能となります。



電子データによる書面検査

 受注者が保管した電子データ、または、情報共有システ
ムを利用した場合は、同システムに保存した電子データで
検査を行うことができます。



４ 生産性向上に向けた取組

適切な設計図書の作成に向けた取組

情報共有や検討等の迅速化

遅滞ない質問・協議への対応

ウィークリースタンスの実施

ＣＣＵＳ（建設キャリアアップシステム）の活用

ＢＩＭ活用の促進



適切な設計図書の作成に向けた取組

 発注者は、意匠、構造、設備などの複数の分野に作成される設計図書におい
て、図面の不整合が発生しないよう、設計者が適切に対策を講じていることを
確認します。

 仮設・施工方法等は、受注者の責において定めるものでありますが、その検
討のために必要となる施工条件（現場事務所や資材置き場等の設置場所、作業
動線や搬入ルートなどに影響を与えるような、設計対象の施設の敷地や周辺の
状況）を発注者が明示します。



情報共有や検討等の迅速化

 工事全般に関する情報共有、質疑応答、懸案事項の調整・検討等を目的とし、
契約締結後速やかに関係者が一堂に会する会議を開催し、また、継続的かつ適

切な頻度で会議が開催されるようにします。

 会議において、設計図書の内容について関係者間の認識が共有のものとなる
よう確認を行うほか、検討すべき事項を抽出し、各事項の検討に係る期限や担
当する関係者を定め、関係者間で共有します。



遅滞ない質問・協議への対応

 施工段階の関係者間調整を円滑化するために、設計者の設計意図を工事受注
者等に遅滞なく伝達します。

 工事受注者からの質問・協議への対応を迅速に実施することが不可欠のため、
工事監理業務委託内においては、検討、報告等の期限が設定された場合はこれ
を遵守することなどを契約事項とします。

監督員 設計者工事受注者



ウィークリースタンスの実施
 「全ての営繕工事及び関連する業務等」を対象に受発注者間で調整の上、

業務の進捗に支障がない範囲で実施

 月曜日を依頼の期限日としない（マンデー・ノーピリオド）

 水曜日は定時の帰宅に心掛ける（ウェンズデー・ホーム）

 土・日曜日に休暇が取れるように金曜日には依頼しない

（フライデー・ノーリクエスト）

 昼休みや午後５時以降の打合せをしない

（ランチタイム・オーバーファイブ・ノーミーティング）

 定時間際、定時後の依頼、打合せをしない（イブニング・ノーリクエスト）

 受注者からの質問、協議等への回答は「その日のうちに」指示、通知等を行う。

（ワンデーレスポンス）※即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのか

を確認し、適切な時期に「回答期限」を設定し通知すること。

 その他、任意で設定する取組（受発注者間で合意した事項）



ＣＣＵＳ（建設キャリアアップシステム）の活用



ＢＩＭ活用の促進
 川崎市まちづくり局営繕事業におけるＢＩＭ活用実施要領を策定

 営繕工事の設計事務所は、ＢＩＭを活用して設計することができます。



５ 猛暑を考慮した工期設定など

建設業における働き方改革の取組の一環

 自然的要因のうち、猛暑については、過去の観測値に基づ

き作業不能日数を見込んだ上で、工期設定をしております。

 工期中に、実際に発生した猛暑日の日数が、工事発注当初
に見込んでいた日数と著しく乖離する場合は、必要に応じ
て、工期及び請負代金額を変更します。

 猛暑による作業中断等に伴う労務費の増加費用を積算し、

必要に応じて、設計変更の対象とします。



６ 働き方改革、生産性向上に配慮した
仕様書の適用

以下の規定が追加された「公共建築工事標準仕様書（令
和７年版）」を採用

① 受発注間の円滑な工期変更の協議のため、受注者の
責によらない事由が生じ全体工期に影響を及ぼす場合
は、監督職員に報告

② 情報共有システム（ＡＳＰ）による書面の提出等や
遠隔臨場による情報通信技術の活用



７ 工事書類関連資料の参照・ダウンロード先
 川崎市まちづくり局営繕工事等の情報共有システム実施ガイドライン

https://www.city.kawasaki.jp/templates/outline/500/0000166764.html

 川崎市まちづくり局営繕工事等の遠隔臨場に関する試行要領

https://www.city.kawasaki.jp/templates/outline/500/0000166763.html

 川崎市まちづくり局営繕工事における材料検査に関する指針について

https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000185328.html

 建設キャリアアップシステム活用モデル工事の試行実施要領（まちづくり局版）

https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000148946.html

 川崎市週休２日確保工事実施要領（営繕工事編）

https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000105342.html

 川崎市まちづくり局営繕工事等におけるウィークリースタンス実施要領

https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000188440.html

 電子納品ガイドライン（建築編・建築設備編）

https://www.city.kawasaki.jp/500/page/0000021511.html

 川崎市まちづくり局営繕事業におけるＢＩＭ活用実施要領

https://www.city.kawasaki.jp/templates/outline/500/0000172864.html

 設計・工事関連仕様書集

https://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/26-5-5-0-0-0-0-0-0-0.html


